
 

 

 

 

 

 

 

 

 

南和広域医療企業団 

令和３年第１回総務委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開   催   日 

 

 

令和３年２月２６日 



 

 

南和広域医療企業団議会 令和３年第１回総務委員会 

 

目  次 

 

◯出席委員 ..................................................................1 

◯欠席委員 ..................................................................1 

◯傍聴者 ....................................................................1 

◯説明のため出席した者の職氏名 ..............................................1 

◯職務のため出席した者の職氏名 ..............................................2 

◯開会宣言 ..................................................................3 

◯会議録署名委員の指名 ......................................................3 

◯審議事項確認 ..............................................................3 

◯１．付託議案について 

（１）議第１号 令和２年度南和広域医療企業団病院事業会計補正予

算（第４号）について ........................................4 

（２）議第２号 令和３年度南和広域医療企業団病院事業会計予算に

ついて ......................................................6 

（３）議第３号 南和広域医療企業団職員定数条例の一部を改正する

条例について ................................................21 

（４）議第４号 南和広域医療企業団企業長等の給与及び旅費に関す

る条例の一部を改正する条例について ..........................21 

（５）報第１号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定） ..................24 

（６）同第１号 南和広域医療企業団監査委員の選任につき同意を求

めることについて ............................................27 

◯２．報告事項 ..............................................................26 

（１）令和２年度診療状況について ............................................26 

（２令和２年度収支状況について ..............................................26 

◯３．その他 ................................................................28 

◯審議終了 ..................................................................30 

◯継続審査申出 ..............................................................30 



 

 

◯委員長報告 ................................................................31 

◯閉会宣言 ..................................................................31 

◯署名委員 ..................................................................32 

 

 

 

 

 

 

 



１ 

 

南和広域医療企業団議会 令和３年第１回総務委員会会議録 

 

                 令和３年２月２６日（金）午後２時３０分開会 

                             午後３時４５分閉会 

 

出席委員（１３名） 

   委員   秋 本 登志嗣          委員  福 塚   実 

   委員   山 本 隆 敏          委員  北   マユ美 

   委員   松 田 哲 子          委員  脇 坂   博 

   委員長  銭 谷 春 樹          委員  別 所 誠 司 

   委員   小 西 規 夫          委員  和 田 晃 裕 

   委員   玉 岡 紀 生          委員  松 本 博 行 

   委員   大 丸 仁 志 

 

欠席議員（０名） 

 

傍聴者（８名） 

 

説明のため出席した者の職氏名 

（南和広域医療企業団） 

  企業長職務代理者副企業長   藤 井 純 一 

  副 企 業 長   松 本 昌 美    事 務 局 次 長   森 本 哲 二 

  財 務 用 度 課   小 泉 辰 男    人 事 課 長   森 田 英 之 

  医 事 課 長   和 田 光 司    経営管理課長   大 西 和 徳 

（吉野病院） 

  事 務 長   大 谷   保 

（五條病院） 

  事 務 長   佐々岡   正 

 



２ 

 

職務のため出席した者の職氏名 

   議会事務局長   靏 西 弘 孝    書 記   安 満 英 之 

   書 記   永 吉 雅 一    書 記   内 田 恭 介 

   書 記   瀧 本 佑梨子 



３ 

 

開会 午後 ２時３０分 

 

◎開会宣言 

○銭谷委員長 

 本日の出席委員は１３名ですので、委員会条例の第１１条の規定による定足数を満たし

ており、会議が成立していることを御報告いたします。 

 本日の委員会は委員会条例第１５条の規定により、公開としていますので、傍聴を許可

することで御了解願います。 

 なお、本日の委員会における質疑及び答弁は全て着座のまま行っていきますよう、お願

いいたします。 

 

◎会議録署名委員の指名 

○銭谷委員長 

 次に、会議録署名委員を指名いたします。私から指名させていただいてよろしいでしょ

うか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○銭谷委員長 

 異議なしと認めます。 

 それでは、私から署名委員を指名いたします。 

 小西委員、和田委員を署名委員に指名いたします。 

 

◎委員会出席要請確認 

○銭谷委員長 

 次に、当委員会に出席を求めました文書の写しをお手元に配付しておりますので、御了

承願います。 

 

◎審議事項確認 

○銭谷委員長 

 さて、当委員会につきましては、本会議より付託を受けました議案等について審議を行

います。 
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 委員会の進行につきましては、次第に基づき、１．付託議案についての審議に併せて、

２．報告事項も併せて理事者側より説明及び報告を求め、最後に３．その他について御審

議いただく形で進めたいと思います。 

 

◎１．付託議案について 

（１）議第１号 令和２年度南和広域医療企業団病院事業会計

補正予算（４号）について 

○銭谷委員長 

 初めに、１．付託議案について、審議を進めます。 

 議第１号、令和２年度南和広域医療企業団病院事業会計補正予算（第４号）について、

理事者の説明を求めます。 

 藤井企業長職務代理。 

○藤井企業長職務代理 

 では着座にて失礼をいたします。 

 それでは令和２年度南和広域医療企業団病院事業会計補正予算（第４号）について御説

明をさせていただきます。 

 議案説明資料の１ページ、議案資料１をお願いいたします。議案説明資料のほうでござ

います。表紙が黄色っぽいもの。その資料の１ページ、議案資料１をお願いいたします。 

 今回の補正予算は、昨年１２月２５日に通知されました、国の新型コロナウイルス感染

症患者等入院受入れ医療機関緊急支援事業によるものでございます。 

 新型コロナウイルス感染症患者等の入院受入れ病院に対しまして、病床数に応じて令和

２年１２月２５日から令和３年３月３１日までの新型コロナウイルス感染症対応を行う医

療従事者の人件費と、院内等での感染拡大防止等に要する費用が全額国の補助の対象とな

りまして、補正予算計上をお願いするものでございます。 

 また、従来の院内感染防止等に対します県の補助金につきましても、追加の医療機器等

のほうにかかる費用を補正予算計上をお願いするものでございます。 

 資料まず上段、南奈良総合医療センターの収益的収支につきまして、支出の給与費で、

新型コロナウイルス感染症対応を行う医療従事者に対しまして、特殊勤務手当、１億５，

３６０万円。時間外勤務手当、４０５万円。病院出入り口で検温業務を行うために雇用い

たしました職員の賃金、２７万円と、手当８万円の、合計１億５，８００万円でございま
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す。財源は全額、国の緊急支援事業補助金でございます。 

 新型コロナウイルス感染症医療従事者等激励金につきましては、県の基金による激励金

でございますが、令和２年４月から６月分を第３号補正予算として予算通知をさせていた

だきました。今回はその続き、令和２年７月から１１月分までが新たに支給されることに

なりましたので、４４０万円をその他特別損失として、県より支給される同額の４４０万

円を、その他特別利益というふうにして計上いたしております。 

 総計で病院事業収益、費用とも同額の１億６，２４０万円となり、財源は全額国、県の

補助金でございます。 

 続きまして、中ほど中段、資本的収支といたしまして、支出で新型コロナウイルス感染

症対応のための回診用のエックス線撮影装置、超音波画像診断装置等、機械備品購入費が

２，６００万円でございます。財源は国緊急支援事業補助金と県の院内感染防止等に関す

る補助金でございます。 

 一番下の段、五條病院の収益的収支は、新型コロナウイルス感染症医療従事者等激励金

１０万円を、その他特別損失として、財源の県補助金１０万円をその他特別利益というふ

うにしております。 

 以下、２ページ、３ページは詳細資料になっていきますので、御参照お願いいたします。 

 以上、補正予算（第４号）の説明でございます。よろしくお願いします。 

○銭谷委員長 

 理事者側からの説明が終わりました。 

 質疑に入ります。 

 議第１号に関して、質疑のある委員は挙手をお願いします。 

 北委員。 

○北委員 

 今回のコロナ対策ということの中で、県、国からのコロナ対策の手だてだと思います。 

 参考に、この補正額、支出のほうで、今の御説明を賜りました特殊勤務手当、時間外勤

務手当、それぞれ人数の掌握がされてるかと思いますけれども、参考のために分かるよう

でしたら教えていただきたいと思います。 

○藤井企業長職務代理 

 特殊勤務手当につきましては、１２月２５日から３月３１日までの間ということに対象

を区切られておりまして、月額８万円の特殊勤務手当を、基本は南奈良総合医療センター
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に勤務している職員たちに支給するというふうになっております。 

 ただ、コロナ病棟に勤務しております職員につきましては、さらに従来から支給してお

ります、防疫手当を増額いたしまして、その３か月間に関しては支給するということでご

ざいます。 

 それから時間外勤務手当につきましても、コロナ対応ということで、これは財源充当で

きるということですので、これは従来発生するであろう時間外勤務手当の財源として充当

したいというふうに考えております。 

 人数につきましては後ほど御報告させていただきます。 

○北委員 

 分かりました。 

○銭谷委員長 

 ほかに質疑のある委員、いませんか。 

（「いません」と呼ぶ者あり） 

○銭谷委員長 

 ないようですので、以上で質疑を打ち切ります。 

 採決に入ります。 

 お諮りいたします。 

 議第１号、令和２年度南和広域医療企業団病院事業会計補正予算（第４号）について、

原案どおり可決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○銭谷委員長 

 異議なしと認めます。 

 議第１号については、原案どおり可決することに決しました。 

 

（２）議第２号 令和３年度南和広域医療企業団病院事業会計予

算について 

２．報告事項 

 （１）令和２年度診療状況について 

 （２）令和２年度収支状況について 

○銭谷委員長 
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 次に、議第２号、令和３年度南和広域医療企業団病院事業会計予算についての議題とい

たしますが、関連する次第の２、報告事項の令和２年度診療状況について、及び（２）令

和２年度収支状況についても併せて理事者の説明を求めます。 

 藤井企業長職務代理。 

○藤井企業長職務代理 

 令和３年度南和広域医療企業団病院事業予算、当初予算についての御説明と、併せまし

て令和２年度、今年度の診療状況及び収支状況について説明をさせていただきます。少々

長くなりますが、よろしくお願いいたします。 

 まず、今年度の診療状況ということで、資料の青い表紙のほう、総務委員会説明資料を

お願いします。今までと違う、もう一つの青い表紙のほうでございます。 

 説明資料の１ページ、資料１をお願いいたします。 

 まず今年度４月から１２月までの診療状況についてでございます。 

 この資料のグラフは、前年度と今年度の延べ患者数と、１日当たりの患者数を月別で示

したグラフでございます。 

 棒グラフのほうが延べ患者数で、青色が前年度、緑色が今年度。上にあります折れ線グ

ラフのほうが１日当たりの患者数で、オレンジ色が前年度、赤色が今年度というふうにな

ってございます。 

 また、グラフの下側には４月から１２月までの患者数と、診療単価などにつきまして前

年と比較した表となっております。 

 まず資料上側の入院患者等の状況について、３段目にあります表、４月から１２月の累

計比較を行っています。南奈良総合医療センターでは、新型コロナウイルス感染症の専用

病床確保などによりまして、病床稼働率が８７．７％と、８０％台となっておりまして、

グラフで示しますとおり、５月の患者数の減が大きく、特に７月以降、１日当たりの患者

数は２００人を超えてはいますが、各月とも前年を下回っております。 

 診療単価につきましては、令和２年４月の資料報酬の改定で新設されました、地域医療

体制確保加算の算定などによりまして、DPC係数の増加ございまして、前年より上回って

いるという状況でございます。 

 続きまして、吉野病院でございますが、病床稼働率が８６．９％と、前年度より若干下

がりまして、患者数は前年を下回っています。 

 診療単価につきましては、リハビリの実施単価数の増などによりまして、前年を上回っ
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ている状況でございます。 

 五條病院におきましては、病床稼働率が８９．３％と、前年とほぼ同確率となっており

まして、患者数は前年並みというふうになっております。 

 診療単価につきましては、吉野病院と同様にリハビリの実施単位数の増などによりまし

て、全年を上回っております。 

 次に資料下側の一番下の表、外来患者数等の４月から１２月の累計比較を御覧ください。 

 外来の延べ患者数は外来の診療日数によって増減をいたします。まず南奈良総合医療セ

ンターでは、新型コロナウイルス感染症の影響によりまして、全年と比べ大幅に減少し、

グラフで示しますとおり、４月から５月にかけて前年より大幅な減となっておりまして、

６月以降、患者数は増えておるものの、各月とも前年を下回っているという状況でござい

ます。 

 診療単価は、訪問診療、訪問看護の件数増などによりまして、全年を上回っております。 

 吉野病院では、患者数は前年を下回り、診療単価は訪問診療件数等の増などによりまし

て、前年より若干上回っているという状況でございます。 

 五條病院では、患者数は前年を上回り、診療単価は訪問診療件数の増などによりまして

前年を上回っているということでございます。 

 次のページ、資料２ページをお願いします。 

 救急搬送の状況でございます。まず資料左上の救急車搬送患者数につきまして、この表

は奈良県広域消防組合から提供いただいた情報を基に作成をしております。 

 表１上部の黄色の南和地域計の欄を御覧下さい。南和地域の総搬送数は前年より５２７

件減の３，１３６件となっていまして、そのうち南奈良総合医療センターでの受入れ数は

前年より２７０件減の２，１０２件の受入れというふうになっております。 

 南和地域の総搬送数に対する受入れの比率、収容率でございますが、これは６７％と、

前年を上回っている状況ではあります。 

 なお、開院以来の収容率につきましては、会員初年度の平成２８年度が６５．９％、平

成２９年度が６６．０％、平成３０年度が６６．８％、平成３１年、令和元年度が６４．

８％というふうに推移しておりまして、今年度は１２月時点で６７％という状況でござい

ます。 

 また、全体の受入れ数、一番下の総計欄になりますが、前年より２８２件減の２，４２

４件となっております。 
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 要請がありまして、受け入れた応需率という比率で申しますと、県全体の数字になりま

すけれども、県救急医療管制システム、ｅ－ＭＡＴＣＨというもので、そのデータで見る

と、８７．２％と前年より少し低くなっておりますが、表に記載がございませんが、南和

地域内の消防署に限った応需率で捉えますと、８９．９％となっておりまして、全年の８

９．８％並みを維持をしております。 

 次に資料下側のドクターヘリ出動・搬送状況では、４月から１２月にかけての出動件数

は前年より６１件減の３２０件で、うち南奈良総合医療センターへ搬送されたものは、前

年より３７件少ない７４件となっております。 

 次に右側の表を御覧ください。救急患者数全体の状況でございます。 

 合計の救急患者数は１２月までの累計で８，８５２人、前年より１，１０９人の減とな

っております。 

 特に、ウオークインの救急患者が前年度より大幅に減少しておりまして、それに伴って

軽症の患者が大幅に減少しているという状況でございます。 

 これにつきましては、新型コロナウイルス感染症を懸念して受診を控えた方がいらした

のではないかというふうに推測をしております。 

 次に、南奈良総合医療センターにおけます新型コロナウイルス感染症患者の受入れ等の

状況についての説明をいたします。同じ資料の次のページ、３ページをお願いします。 

 まず入院の状況でございます。資料のグラフは日ごとの新型コロナ陽性患者数と確保病

床の稼働率を示したグラフになっています。 

 下側の棒グラフが陽性の患者数、上の折れ線グラフが確保病床の稼働率を表しておりま

す。グラフを見ていただきますと、４月に陽性患者の入院が発生いたしまして、増加の兆

しが見えたために、４月１６日から専用病床として３階西病棟に１３床、ＨＣＵ１床、計

１４床確保いたしまして、５月の２日からは３階西病棟の全病床４７床に加えまして、Ｈ

ＣＵ１床の計４８床を専用病床として運用いたしました。５月中旬までは１日最大６人の

入院と、大幅な増加はなく、５月中旬以降には陽性患者の入院がなくなりまして、感染患

者が落ち着いたことから、専用病床をＨＣＵを含め１８床に縮小いたしました。 

 その後、７月中旬から陽性患者が再び増加し始め、４月５月のときより患者が多くなり

まして、専用病床を４床増やしまして、２２床での運用で対応いたしました。 

 ８月中は患者が多く、８月中旬には稼働率が最大７３％というふうになりましたが、８

月下旬以降、患者が減少傾向となりました。その後、１１月から第３波で陽性患者が増え
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始め、７月、８月以上の入院患者数となったため、専用病床を徐々に増やしまして、１２

月１１日以降は３階西病棟で３７床、ＨＣＵ１床の計３８床を確保し、対応いたしており

ます。 

 また、１１月下旬からは陽性患者以外に疑似症例の患者につきましても資料記載のとお

り、別途病床、現在１０床でございますが、確保いたしまして対応しているという状況で

ございます。 

 １２月以降、新型コロナウイルス感染症入院患者は、ほぼ毎日２０人以上となっており

まして、稼働率は５０％から６０％台を推移し、最大７３％の稼働率となった日もござい

ました。 

 また、１１月以前は軽症の方が多かったのですが、この時期に関しましては高齢者施設

でクラスターが発生したということもございまして、重症、中等症の患者が増えていまし

て、１２月以降重症、中等症の患者の割合が高くなっています。 

 なお、御存じのとおり、２月に入りまして入院患者が非常に減少しております。本日の

段階で入院患者はもう３人という状況でございまして、いずれも中等症の方というふうに

なっております。 

 市町村別の入院患者数でございますが、中段にあります表のとおり、１月２８日現在で

全体で２２０人となっておりまして、そのうち約２３％に当たります５１人が南和医療圏

の方で、残り７７％が他の医療圏の方というふうになっております。 

 次に、これによって収益にどう影響が出てるのかということでございますが、専用病床

を確保いたしました３階西病棟を取り出して収益の状況をまとめたものが一番下の表でご

ざいます。 

 下にあります、延べ患者数につきましては、累計の欄を見ていただきますと１２月まで

累計で３階西病棟全病床の約半数に当たります、延べ６，０２４床を専用病床として確保

をいたしました。 

 今年度におきます３階西病棟の診療実績ベースによる収益を見ますと、患者数の減にと

もないまして、１２月までの累計、右端の欄を見ていただきますと、前年比で６７．７％、

３０％以上の減収となっておりますが、コロナ感染症の専用病床の空床保障、補填の補助

金がございますので、これが１２月までの累計で約３億円ございます。この補助金を含め

ますと前年比１１６％と、前年度より増収というふうになっております。 

 ３階西病棟以外の病棟につきましては、前年と同様、高稼働率で推移しておりますので、
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現在のところ前年度以上の収入になるというふうに見込んでおります。 

 次のページ、４ページをお願いします。 

 この資料のグラフは外来の状況でございます。日ごとの救急外来の受診患者の状況でご

ざいまして、受診された患者をコロナの疑いで受診し、結果的に陽性であった患者をコロ

ナの陽性、コロナの疑い受診し、結果的には陰性であったという患者をコロナの疑いと、

その他の疾病患者というふうに区分して示してあるグラフとなっております。 

 上段の表を見ていただきますと、１２月までの累計で救急外来患者、先ほど御説明いた

しました全体８，８５０人ございますが、このうちコロナ陽性が２１２人、コロナ疑いが

１，６４３人ということで、合計１，８５５人の方がコロナ感染症関連の受診というふう

になっておりまして、全救急外来患者８，８５０人のうち、２．４％に当たります２１２

人がコロナの陽性の患者だったということでございます。 

 各月の陽性割合、あるいは疑いの割合を見てみますと、１１月以降の陽性の割合と、疑

いの割合が高くなっているという状況でございます。 

 次に、資料の下の段にコロナの疑いで受診し陽性であった患者、疑いのみで受診し陰性

であった患者の市町村別の患者数を計算しておりまして、コロナの陽性患者につきまして

は、２１２人のうち約３割が南和地域の方で、７割が南和地域以外の方。コロナの疑いで

受診し、陰性であった患者につきましては１，６４３人のうち南和地域の方が約８割、２

割の方が南和地域以外の人というふうになってございます。 

 続きまして、令和２年度の収支状況について説明をさせていただきます。 

 次のページ、５ページの資料２をお願いいたします。 

 この表は左が現在の現計予算額、真ん中が決算見込み、そして右が現計予算と決算見込

みの差額を表しております。 

 まず一番上のピンクの行、１の総収益の欄でございますが、予算額は３病院合わせまし

て１０５億１，０００万円でございます。これに対しまして決算見込みは予算に比べまし

て、右端、２億２，１００万円程度少ない決算見込みとしましては、１０２億８，９００

万円程度と見込んでおります。 

 内訳につきましては記載のとおりでございますが、新型コロナウイルスの影響などによ

りまして入院収益、外来収益を合わせまして７億６００万円程度予算を下回っております。 

 しかしながら、空床補償と国、県の補助金の増が５億４，１００万円ございますので、

医業収益全体といたしましては、２行目の黄色の行になりますが、予算より２億９００万
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円減の見込というふうになっております。 

 次にピンクの行の２つ目のところですが、２の総費用につきましては、予算額は３病院

合わせまして１０４億９，８００万円で、決算見込み額は予算に比べまして２億１，００

０万円程度となり、１０２億８，８００万円を見込んでおります。 

 内訳につきましては、給与費で６，４００万円の減、材料費で１億２，２００万円の減

となっております。これらの結果、収支差引でピンクの行の４つ目のところ、６の純損益

の欄でございますが、新型コロナウイルスの影響は大きいものの、国、県の補助金等によ

りまして、決算見込みは１００万円の黒字となるというふうに見込んでおります。 

 また、現金の収支をともなわない非現金収支科目を加減いたしまして、さらに県から借

り入れております借入金の返還金も差し引きいたしました、一番下の行になりますが、借

入金返還後収支につきましても、６，５００万円の黒字というふうに見込んでおります。 

 結果的に黒字が確保できる見込みとは言えましても、今年度は多額の補助金を充当した

結果でありまして、引き続き経営状況の注視とさらなる経営改善の取組が必要というふう

に考えております。 

 長くなりましたが続きまして、資料戻っていただいて、議案説明資料のほうをもう一度

お願いします。 

 資料の４ページ、議案資料の２、南和広域医療企業団病院事業会計当初予算概要につい

てでございます。 

 まず収益的収入及び支出でございます。収入におきましては、第１款、南奈良総合医療

センターで、第１項、医業収益から、第５項、特別利益まで合計で８１億４，３００万円

余を予定しております。 

 次に第２款、吉野病院で、第１項、医業収益から、第３項、特別利益まで１１億８，０

００万円余を予定をしております。 

 次に第３款、五條病院で、第１項、企業収益から第３項、特別利益まで９億８，５００

万円余を予定しております。 

 以上、企業団合計で１０３億９００万円余を予定をしております。 

 続きまして右側、支出でございます。第１款、南奈良総合医療センターで、第１項、医

業費用から第６項、予備費まで８１億８，５００万円余を予定しております。 

 次に第２款、吉野病院で、第１項、医業費用から第４項、予備費までの１１億２００万

円余を予定をしております。 
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 次に第３款、五條病院で、第１項、医業費用から第４項、予備費までの１０億１，７０

０万円余を予定しておりまして、企業団合計で１０３億５００万円余を予定をしておりま

す。 

 以上の収入支出によります収支でございますが、右横の黄色の着色部分でございます。 

 収支の欄に記載しておりますとおり、企業団全体で３７８万７，０００円の黒字予算と

いうふうになっております。 

 さらに現金収支をともなわない非現金収支分を加減した収支につきましては、実質収支

欄のとおり、１億７，３０２万６，０００円の黒字となりまして、さらに県から借り入れ

しました借入金の返還金、５，３７７万３，０００円を差引きいたしますと、１億１，９

２５万３，０００円の黒字予算というふうになっております。 

 続きまして資料の下半分、資本的収支でございます。 

 収入におきましては、第１款、南奈良総合医療センターで、第１項、負担金４億１，６

００万円余。第２項、企業債１億６，０００万円余。合計５億７，６００万円余。 

 吉野病院では第１項、企業債の７２０万円。五條病院はございませんので、企業団全体

で５億８，３００万円余を予定をしております。 

 次に支出ですが、第１款、南奈良総合医療センターで、第１項、建設改良費から第３項、

県借入金返還金までの６億５，７００万円余を予定をしております。 

 第２款、吉野病院では、第１項の建設改良費出３，４００万円余。第３款、五條病院で

は第１項、建設改良費から第２項、県借入金返還金で、２，０００万円余を予定しており

まして、以上、企業団合計で７億１，２００万円余を予定しております。 

 なお、資本的収入が資本的支出に不足する額、企業団合計で１億２，９２５万５，００

０円ございますが、損益勘定留保資金で補填する予定でございます。 

 令和３年度当初予算案の収益的収支の考え方でございますが、ポイントにつきまして、

資料２ページめくっていただいて、６ページで御説明をさせていただきます。６ページを

お願いします。 

 考えのポイントでございます。まず収益でございますが、医業収益につきまして、入院

収益、外来収益とも、新型コロナに係る部分とそれ以外の部分というふうに見込みを立て

ております。入院収益につきましては、令和２年度と比べまして、１億６，１０２万７，

０００円、３．０％の減額としておりまして、令和２年度の実績にリハビリ体制の強化、

新たに算定可能となる加算による収支、増収等見込、患者数、診療単価を設定をしており
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ます。 

 新型コロナにつきましては、今後の感染状況はなかなか見通せないという中、予算上は

令和２年度の年間平均を基に患者数、診療単価を見込んでいるということになっておりま

す。 

 外来収益では、令和２年度に比べまして７，３３６万５，０００円、３．１％の減額と

しておりまして、令和２年度の実績にリハビリ体制の強化、在宅診療件数の増による増収

を見込みまして、患者数、診療単価を設定をしております。 

 外来も新型コロナにつきましては、令和２年度の発熱者外来の実績を基に、患者数、診

療単価を見込んでおります。 

 県補助金につきましては、令和２年度と比べまして、２億９，６１４万９，０００円、

３４５．５％、大幅増額としておりまして、これは新型コロナの入院外来収益と連動いた

しまして、新型コロナ感染症入院患者の病床確保補助金、あるいは発熱者の外来補助金を

令和２年度の実績を基に見込んでいるということになっております。 

 続いて、費用につきましては、給与費は令和２年度と比べまして、６，５２９万８，０

００円、１．３％の増額としております。令和２年度の執行見込を基礎に、年度末の退職

見込みによる減、新年度採用見込及び定期昇給による増額及び体制強化のための職員増に

よる増額を計上しております。 

 診療収入に対する給与費の比率は、分母であります診療収入が減少するということがあ

りまして、６３．１％から６５．８％の金額の増以上に上がってしまうということでござ

います。 

 なお、類似の病院の人件費率を見ますと、医療圏の状況でありますとか、病院の機能に

よりまして、ばらつきが大きい状況でございますが、全国の一部事務組合あるいは企業団

が設置する２００床から２９９床規模の病院の平均を取りますと、平成３０年の数字でご

ざいますが、６８．３％というふうになっておりまして、ばらつきはあるものの極端に大

きいというわけではないというふうに考えております。 

 続きまして、材料費につきましては、令和２年度と比べまして８，８３０万８，０００

円、５．７％の減額としておりまして、入院、外来患者数の減に連動した減額、新型コロ

ナの影響を考慮いたしまして、前年度の令和元年度の実績を基に計上いたしまして、材料

費率は１９．３％から１８．７％という比率に抑えております。 

 経費につきましては、令和２年度と比べまして、９，６３１万４，０００円、４．４％
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の増加としておりまして、固定的経費の見直しにより、主なものとしまして、入札により

ます新電力会社の切替による電気使用量の減でございます。約３，５００万円。来年度契

約更新にともないまして、適正人員と単価の実情に合わせて積算を見直した結果によりま

す給食業務委託料の増加、約４，４００万円。来年度契約更新にともないまして、ユニフ

ォーム、寝具、タオル等の数量等を見直した結果によります、洗濯委託料等の増額が、約

１，４００万円。新規事業といたしましてマイナンバーカードと健康保険証を連携するオ

ンライン資格確認連携システムにかかります経費が１，１００万円と、こういうところを

見込んでおります。 

 資料５ページに、令和２年度予算との増減理由、７ページから９ページまでは３病院そ

れぞれの収益費用の目節レベルの内訳を記載しておりますので、御参照をお願いします。 

 少し飛んでいただいて、資料の１０ページをお願いいたします。 

 資本的収支の事業概要、企業債の対象について御説明をいたします。 

 南奈良総合医療センターにつきましては、資本的支出、６億５，７００万円余のうち、

病院改築事業費１億１，５００万円余の、主なものとしまして、耐震性貯水槽の設置工事

費が１億４２８万円でございまして、これは災害拠点病院の指定要件に、３日間の水の確

保ということが、この４月から新たに追加されることになるということでございまして、

そのために貯水槽の設置が必要となるというふうな内容でございまして、起債対象となる

ということでございます。 

 機械備品等購入費、７，５００万円余のうち、医療機器購入費が６，６０８万６，００

０円のうち、大型備品の５，６０８万６，０００円が起債対象となります。主なものは記

載のとおりでございますが、いずれも開院の前から使用しているものがございまして、診

療機能を維持するために更新が必要ということでございます。 

 吉野病院につきましては、資本的支出３，４００万円余のうち、備品購入費の８０７万

８，０００円のうち、耐用年数の超過により更新する患者のベッド１４台、７２３万円が

起債対象になります。 

 大型の機械備品の購入でありますとか、病院の改修案につきましては、新たな負担が発

生するということもございますので、これからの病院の機能、あるいは規模を検討いたし

まして、今後の収支見通しの前提にもなる、中期的あるいは長期的な導入計画、投資計画

というのは必ず必要というふうには考えております。 

 今年度の新型コロナの影響等で先の見通しに不安定な状況が生じまして、投資計画を含
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みます中期計画の策定が遅れておりますが、今後医療機器の整備計画、中期計画の策定を

進めてまいりたいというふうに考えております。 

 説明は以上でございます。 

○銭谷委員長 

 理事者側からの説明が終わりました。 

 質疑に入ります。 

 議第２号及び次第の２、報告事項に関して、質疑のある委員は挙手をお願いします。 

 北委員。 

○北委員 

 まず１０ページの今、企業債について詳細にわたり御説明を賜りました。まず１点、耐

震性貯水槽設置工事、１億、この財源がかかるわけでありますけれども、この工事に関し

ては県、国、そういう部分からの財源措置はあるんでしょうか。 

 それとともに、３日間の水の確保ということでありますから、これは飲料水という認識

でよろしいんでしょうか。 

 それと３つ目に、この水の確保という視点では、今大きな公共事業として雨水の利用が

本当に推進されているかと思います。多くの災害にしっかりと備えるという意味では、こ

の雨水に関しての貯留槽、そういう部分は今どのような視野であるのかということと、こ

の３点、お聞かせいただきたいと思います。 

○銭谷委員長 

 事務局次長。 

○森本事務局次長 

 お答えさせていただきます。 

 まず第１点ですけども、この貯水槽の工事にかかる県とかの支援というのはございませ

んので、全て企業債で賄って工事させていただきたいと思います。 

 それと雨水の利用という観点の御質問でございましたけども、ただいまトイレ等で使っ

ております水につきましては一応雨水を使っての下水処理という形で、飲み水の貯留槽で

使っている水はほとんど使っておりませんので、今の貯留槽の部分については全て飲料の

ほうで使う水というふうになっております。 

 もう１点は、飲料水ですけども、今現在、南奈良総合医療センターでは、約１日当たり

約１００立米使っております。その３日間というので、３００立米の水が必要となってお
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りますので、３００立米を目指してただいまの貯留槽の足らない部分について改めて追加

で工事させていただくというふうな状況です。 

 医療用の水は全て貯留槽からの水を使っておりますので。 

○銭谷委員長 

 北委員。 

○北委員 

 ３日分、今もう想定外の災害がいつあるか分からないということとともに、入院患者の

皆様、または平時からお仕事をしてくださっている病院職員の皆様、それとまた併せて外

来等にお見えになる皆様、災害時、動きが取れないときでは当然のことながら自宅におい

ても３日分の飲料水の確保とは言われております。 

 平成２８年に南奈良総合医療センターが発足いたしました、スタートをいたしました。

今、平成で申し上げますと３３年という観点で、病院側としては災害時に備えて今回、内

容的にはとても大事なことだと思います。計画段階の中で平成２８年度、スタートしてい

ただいているわけでありますけれども、何か今この飲料水の確保という部分が昨今の想定

外の災害を視野に入れて、確保を保つべきだというお考えで今提案されているのか、それ

か、平成２８年度より粛々と議論をされて、この方向性にたどり着かれたのか。少しその

辺もお聞かせいただきたいと思います。 

○銭谷委員長 

 藤井企業長職務代理。 

○藤井企業長職務代理 

 現状でその飲料水であるとか、医療の水がちょっと足りない、災害時に足りないという

状況になっておりますけれども、確保についてはどういうふうにしていくかという議論も

ちろん続けておりましたが、この４月から基準が、災害拠点病院の基準が明確にされたと

いうことがありまして、３００立米という基準が数字で出てまいりましたので、これは急

遽する必要になったということでございます。 

○銭谷委員長 

 北委員。 

○北委員 

 分かりました。この南奈良総合医療センターは確か緊急電力融通という形では、いろい

ろと全国的にもすごく先進的な電力融通がされておられます。また、近くのコンビニの横
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でも、そのような災害時ということでは病院機能にその電力を送るという観点では共有な

さっていたんじゃないかと思われます。 

 しかし３００立米という指針が出され、特に起債ということですので、これは構成団体

一丸となり、この企業債ということですので、今後やはり私たちの地域の住民の皆様から

御負担をいただくということであります。しかし、命を守るということですので、十分理

解はできます。しかし、今３００立米という目標が今改めて具体的にあったということを

聞かせていただきましたので、当然のことながら今までからその必要性があるんだとした

ら、少しずつさまざまな準備が、突然ですので、突然企業債として必要であるということ

で今回上がってきてますので、やはり私たちは議会に帰ってもこのことにつきましては十

分な御説明をさせていただく側の議員団でございますので、お聞かせをいただきました。 

 それと、少し一番最初に条例改正も出ておりますけれども、体制の強化、病院側の職員

さんの人数の増ということもありますが、この体制の強化という観点では具体的にどのよ

うな体制の強化、私ども大淀町といたしましても、人員、不補充、退職者不補充というよ

うな形で、さまざまな財政健全化と向き合いながら苦渋の選択がなされております。しか

し、病院というのは命を守るという砦でありますので、本当に必要な看護師さんにしても

先生方にしても、いていただかないと困ります。今回、その財政もともなう中での、また

今言わせていただいたこともしっかりと認識した上で、体制強化ということですので、今

回上程されている体制強化という部分の思いであったりとか、状況をお尋ねします。 

○銭谷委員長 

 藤井企業長職務代理。 

○藤井企業長職務代理 

 はい。そのこと、いずれ後ほど御説明というところなんですが、まず体制強化につきま

しては、現在の病院機能を考えますと、例えば救急体制であったり、あるいは例えばリハ

ビリにつきましても、より件数を上げると、それはまた収益につながる部分がありました

り、あるいは検査部門、あるいはレントゲン部門につきましても、やっぱり患者にお待ち

いただいてるとか、そういう部分がありますので、そういう部分を機能強化が１つありま

すのと、大きいのはやはり昨年度からいろいろ申し上げてますように、地域包括ケアの取

組の中で、例えば地域に出ていってもらう看護師さんの養成であったり、あるいはリハビ

リの職員を地域の健康づくり等に派遣しようであったりという動きがあったり、あるいは

大きいのは訪問看護ステーションの強化と、こういったところで、今回の条例の話につき
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ましては、そこの先を見越して上限である定数を決めるというふうな内容になっておりま

すので、財政強化といいますのは病院の機能強化の部分と、それから今後展開していく部

分の強化ということでございます。 

○銭谷委員長 

 北委員。 

○北委員 

 分かりました。特に地域包括ケアシステム、南奈良総合医療センターを骨格とし、各自

治体でも進んでおりますが、アウトリーチ、訪問型っていうことの中での看護師さんや、

さまざまな専門職、またはリハビリ。で、一つお伺いしたいんですが、今救急で患者様が

病院に来られます、また外来でも来られます。いわゆる、失礼な言い方になるかも分かり

ませんが、私たちも日々スキルアップと申しますか、やはり上げていかないといけないと

いう部分がございます。その上では、人員の確保とともに今おられる、そういう携わって

くださってる皆様方のスキルアップ、いわゆる時間がかかるということでありますが、そ

れは２つに分かれるかと思うんですね。それは１つには、本当に御尽力いただき、エキス

パートの看護師さん、先生方でございますが、なお一層時間の短縮につなごうと思うなら

ば、やはりそういう先生方のいわゆる、さらにさまざまな力をアップするというか、一方

でそういうことも御尽力いただきたいと思っております。当然していただいてるかと思い

ますが、その点はいかがでしょうか。圧縮という視点で。 

○銭谷委員長 

 松本副企業長。 

○松本副企業長 

ただいまの質問でございますけども、実際救急医療体制のところは、先ほど説明がござ

いましたように、大体応需率が９割弱というところでございますけども、それでもやはり

１０％程度やむを得ずお断りせざるを得ない現状でございます。 

 それに対して、体制強化ということは当然必要でございますので、人員もそれなりの目

標がいるかと思います。一方で、今御指摘のありましたように、それぞれの医師、看護師

のスキルをいかに上げていくか。そしてそれをいかに効率的に配置させるかというところ

が大変重要な課題だというふうに認識しております。 

 一方で、今般の勤務医師の働き方改革等の問題がございまして、やはり長時間労働とい

うのも避けながら、いかに効率よく勤務していただくかというところでございますけども、
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例えばそんな中で専門医がいつも常駐することができません。したがいまして、専門外と

いうようなお断りが発生することがございます。したがいまして、それに対しまして、コ

ンサルトをできるような、いわゆるオンコールのような形でそういう電子媒体をもってコ

ンサルトできるような体制をもって、今までやってきておりますので、その点を少し、さ

らに充実していくということを１つは考えております。 

 また一方で、専門外以外に、まず見るという姿勢をいかに植えつけるかということで、

そういった意味で全国的にも総合医が大変必要だということが言われておりますので、当

院の教育システムの中に、総合診療科の研修プログラムというのが、そういう基幹型のプ

ログラムを設置しておりまして、総合医を養成する体制を強化しております。少し時間が

かかりますが、実際来年度、総合医にエントリーしてきた４名の若いドクターも実績とし

てございます。そういった方をしっかりと教育して、専門外であってもまず見るという体

制を強化していきたいというふうに考えています。 

 一方あと、お断りする一つの大きな要因に、どうしてもベッドの稼働率が高うございま

すので、その９７、９８％のベッドの稼働率をいかに効率よく使うか。要は、ベッドが満

床のためにお断りせざるを得ない実態がございますので、その稼働率をいかに確保しなが

ら空床を確保するかという、これまた非常に工夫が必要でございます。 

 そのために、やはり在院日数を短縮、ですから地域の方々には救急で１週間から１０日

ぐらいは大変入院加療としては必要でございますので、やや落ち着いた状況になりました

ら、五條病院、吉野病院に、場合によっては転院していただくとかっていうようなことで、

救急の病床をできるだけ確保するような工夫をさらにしていこうということを、これ従来

よりやっておりまして、それもかなり効果は上げてきておりますので、昨年の実績に比べ

ますと約１日ぐらいの在院日数の短縮もつながってきておりますけども、今年度は実は先

ほど話ありました、コロナの空床確保がございまして、その空床確保をするために最大３

８床の空床を確保しながら、残りの病床を効率よく動かしているという状況の中で、やは

り一般の病床として、なかなか苦慮しながら運用しておるような、今年度は状況でござい

ました。 

 いずれにいたしましても、ベッドを確保するために、例えば救急のところにあります、

観察室をうまく利用して、半日ぐらい、少しちょっとそちらで経過見ながらベッドが空い

たらすぐに上がっていただくとか、いろんな工夫をしながらやっておると、そんな状況で

ございます。 
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○銭谷委員長 

 北委員。 

○北委員 

 ありがとうございました。 

 コロナ禍の中、大変御苦労いただいてるかと思います。その上で、やはり構成団体、私

たちも住民の皆様の大切な税金です。命を守る砦をお守りしている側でもございます。そ

ういう部分で予算計上される中で一つ一つが大変大事になってきます。その中でそれぞれ

の自治体でも圧縮をかけるところ、最重要課題であるけれども、それにできない部分もあ

りますので、今回、今御説明をしていただきました体制強化、特に今、院長のほうからも

スキルアップということも申してくださいました。そのことも十二分に大変失礼でありま

すが、体制を強化する、人員を増やすとともに、できれば大変な思い、働き方改革で体調

を壊すようなことがあっては、絶対にあってはいけません。そこを両車輪に本当に連携を

取る中で最適な形をおつくりいただきたいと思います。大変お世話になりますが、よろし

くお願いいたします。委員長、済みません、以上です。 

○銭谷委員長 

 お疲れさんです。 

 ほかに質疑のある委員いませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○銭谷委員長 

 いないようですので、以上で質疑を打ち切ります。 

 採決に入ります。 

 お諮りいたします。 

 議第２号、令和３年度南和広域医療企業団病院事業会計予算について、原案どおり可決

することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○銭谷委員長 

 異議なしと認めます。 

 議第２号については原案どおり可決することに決しました。 

 

（３）条例改正に係る議案の審議について 
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 ①議第３号 南和広域医療企業団職員定数条例の一部を改正す

る条例について 

 ②議第４号 南和広域医療企業団企業長等の給与及び旅費に関

する条例の一部を改正する条例について 

○銭谷委員長 

 次に条例改正に係る議案を一括して審議します。 

 議第３号、南和広域医療企業団職員定数条例の一部を改正する条例について、議第４号、

南和広域医療企業団企業長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について、

理事者の説明を求めます。 

 藤井企業長職務代理。 

○藤井企業長職務代理 

 それでは条例案件２件、説明させていただきます。 

 まず議案説明資料のほうをお願いします。１１ページ、議案資料３をよろしくお願いし

ます。 

 南和広域医療企業団職員定数条例の一部を改正する条例についてでございます。 

 企業団設立以来、地域医療の充実など種々ある課題に対しまして、構成市町村、県、関

係機関と緊密な連携を図りながら、限られた人員の中で効果的かつ効率的に運営、推進す

べく取り組んできたところでございます。 

 先ほどの説明、ちょっと重複してまいりますが、今後は在宅医療、訪問看護事業の体制

強化でありますとか、あるいはリハビリ技師などの地域への派遣、その他組織の機能強化

を図るために当たり、必要な人材を確保し、病院運営や南和地域の地域包括ケアシステム

の構築等に向けて、企業団が取り組むべき事業を推進するため、南和広域医療企業団職員

定数条例の一部を改正するものでございます。 

 改正内容につきましては、表の職員定数の内訳にありますとおり、ニーズが高まってお

ります在宅医療、訪問看護の強化、へき地診療所を始めとしますへき地医療支援の強化、

医療専門職の派遣等によります市町村の介護予防や健康づくりなどへの支援、病院の医療

の質、救急体制の機能強化と、今後の転換を見据えまして、看護職員、リハビリ等医療技

術者、事務職員の定数を見直すものでございまして、条例では総定数を現行の５２０名か

ら５４０名に改正したいというふうに考えております。 

 資料の次のページ、１２ページでございますが、今回の改正に当たりまして、参考まで
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に企業団発足時からの職員数の推移をまとめたものでございます。 

 企業団全体の状況を把握していただくために、定数外でもあります非常勤職員、育児休

業、県等からの派遣職員等の職員数も合わせてお示ししています。 

 本件条例に係る職員数等につきましては、下段に太字でお示しをしております。 

 発足当初から必要最低限の人数で、効果的かつ効率的な運用を目指して業務に取り組ん

でまいりましたが、五條病院の開院及び増床、各所属との体制強化、働き方改革の推進等、

さまざまな状況に対応するために人材確保に努めてまいりました。 

 また、今年度は新型コロナ対応におきましても、想定以上の医療の負荷がかかりました

が、何とかここまで対応することができました。 

 今回は職員数の上限であります定数の見直しでありまして、実際の人材確保に当たりま

しては、運営のあり方や今後の事業の展開、また社会情勢や経営状況等も考慮した上で検

討してまいりたいというふうに思っております。 

 なお、施行期日は令和３年４月１日といたします。その他の資料として、条例の改正案

も添付をしております。 

 続きまして、議案説明資料１３ページ、議案資料４をお願いします。 

 南和広域医療企業団企業長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例につい

てでございます。県において、人事委員会勧告等に基づき、知事及び副知事の給与及び旅

費に関する条例が改正をされました。これに準じまして、企業団の企業長等の給与及び旅

費に関する条例を改正するものでございます。 

 具体的には期末手当の支給割合を企業長にあっては６月、１２月とも現行の１．１７５

から１．１５に、副企業長にあっては６月、１２月ともに１．７を１．６７５に引き下げ

るものでございまして、令和３年４月１日施行といたします。 

 説明は以上でございます。 

○銭谷委員長 

 理事者側からの説明が終わりました。 

 質疑に入ります。 

 議第３号及び議第４号に関して、質疑のある委員は挙手をお願いします。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○銭谷委員長 

 ないようですので、以上で質疑を打ち切ります。 
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 採決に入ります。 

 お諮りいたします。 

 議第３号及び議第４号について原案どおり可決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○銭谷委員長 

 異議なしと認めます。 

 議第３号、議第４号については原案どおり可決することに決しました。 

 

（５）報第１号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定）

について 

○銭谷委員長 

 次に報第１号、専決処分の報告について（損害賠償額の決定）について、理事者の説明

を求めます。 

 藤井企業長職務代理。 

○藤井企業長職務代理 

 それでは報第１号、損害賠償の決定に係る専決処分の報告でございます。 

 資料の１４ページ、議案資料５をお願いします。 

 まず事故の概要でございますが、平成３１年の４月１５日の午後の８時頃でございます。 

 翌日の業務の準備のために必要な書類を電車で帰ったのでは間に合わないため、企業団

の公用車を使用いたしまして自宅に取りに帰った職員が、橿原市内の交差点で右折をする

際に、横断歩道を歩行中の歩行者に気づかずに接触事故を起こしまして、歩行者に頭蓋骨

の一部骨折と左足首の複雑骨折の外傷を負わせたものでございます。 

 被害者の方は、事故による負傷の結果、左足首の骨折によりまして左足に可動域障害が

残りました。治療費のほか、左足に障害が残ったことによります後遺症慰謝料や障害慰謝

料、逸失利益の補償等ございまして、損害賠償が１，０８８万６，３１０円という額にな

りました。 

 なお、損害賠償の全額を全国自治協議会の自動車事故共済金によりまして保険会社から

相手方に直接支払いを行っております。 

 損害賠償の決定につきまして、令和２年１１月５日に和解合意を行う必要がありまして、

地方自治法第２９２条において準用いたします、同法第１８０条第１項の規定により専決
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処分を行いましたので、本定例会に報告するものでございます。 

 事故を起こしました職員に対しましては、企業団の交通事故に対する対応基準が明確で

はなかったために、市町村や県など過去の事例でありますとか基準を参考に対応基準を定

めまして、それによりまして文書注意ということを行いました。特に医療に携わる職員で

あることから、私ども企業長・副企業長、管理者といたしましても、事故の重大性を十分

認識すべきというふうに認識をいたしております。 

 また、交通事故につきましては、自動車の運転に当たっては、公私を問わず無事故、無

違反を心がけるように職員に文書で徹底しているところでございます。引き続き交通事故

を起こすことのないよう、徹底をしていきたいというふうに考えております。 

 なお、今回の事故につきましては、前回の議会の閉会後に示談、和解合意が成立したた

めに、損害賠償の決定について専決処分させていただきました。手続にのっとって専決処

分の御報告ということでございますが、損害賠償とも大きく、事前の御報告に行き届かな

い点もあったかと考えております。今後、しかるべき御報告を怠ることのないように努め

てまいりたいというふうに考えております。 

 説明は以上でございます。 

○銭谷委員長 

 御苦労さんです。理事者側からの説明が終わりました。 

 質疑に入ります。 

 報第１号に関して、質疑のある委員は挙手をお願いします。 

 福塚委員。 

○福塚委員 

 このような事故が公務であったと思うんですけども、この企業団公用車、何台あるの

かちょっと分からないんですけども、その車についてドライブレコーダーまた今の車に標

準でついてる車の安全ブレーキの装備状況とか、その辺はどのようになってるのかお聞か

せもらえますか。 

○銭谷委員長 

 財務用度課長。 

○小泉財務用度課長 

 失礼します。公用車、企業団、１０台ほどありますが、訪問看護等で使われる公用車に

つきましてはドライブレコーダーに関しては搭載されておりません。ナビとか安全機能っ
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ていうのはありますけど、ドライブレコーダーに関しては搭載されておりません。 

○福塚委員 

 これ、やっぱり事故等の加害者、被害者になる懸念があると思うんで、これも今標準に

つけとくほうが今後何らかの事故を起こしたときに警察に提出するなり、そういうふうな

事故の状況を把握するためには必要となると思います。 

 また今現在の新しい車については自動安全ブレーキ、これ右折時に接触したということ

ですけども、今の新しい機能であれば、これ止まっているような、安全ブレーキかかるよ

うな車が今出てきておりますので、今後、今すぐ買い替えるというわけではないけども、

耐用年数過ぎた車に関してはそういう車を導入して、職員がまた加害者、被害者にならな

いように徹底して車、ドライブレコーダー等の検討をするべきかなと。ドライブレコーダ

ーもメーカーによりますけども、そんなに高額なものではないのかなと思っておりますの

で、やっぱりこれからは装着していくのが、全車につけていく方が今後のためになると思

います。その辺は検討をどうかよろしくお願いします。 

○銭谷委員長 

 よろしいですか。 

北委員。 

○北委員 

 私もドライブレコーダーは同意見でございます。そして今、１０月３０日に私ども議会

がありまして、その後にお話があったということで、納得をいたしました。たった５日間

で、どうしてもしこれが分かっていたら、この私たちの議会でお話があってしかりだと思

ったからです。そこは御理解をさせていただきました。そして、職員の皆様、私たちもと

もどもにですが、交通マナーの徹底についてもしっかりと御周知してくださったこともお

聞かせいただけました。 

 その上で、今回私ども、この定例会の議案もいただいておりますけれども、この参考資

料、特にふと思いましたのは、職員の方は実名が載っておりません。しかし、今回被害者

となられた相手方、お名前が載っております。当然ながら大事な参考資料でございますの

で、守秘義務の中で当然だと思うんですけれども、ただ、このお名前のところを、この参

考資料のほうに二重に、ここにも載っておりますので、どうなのかなと思う部分も少しあ

ります。これは質問というよりかは少し課題で、あるべき形が大事だと思いますけれども、

個人情報にもなりますので、その部分はこの職員さんの名前は載っておりません。そして
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その上でこの被害者の方が載っているということに違和感を感じております。少しその部

分は御配慮をいただくことも視野に入れることが大事ではないかと思います。以上です。 

○銭谷委員長 

 よろしいですか。 

 ほかに質疑ありませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○銭谷委員長 

 ないようですので、報第１号は先ほどの説明をもって、理事者より詳細な御報告を受け

ましたことにより、報告受理といたします。 

 

（６）同第１号 南和広域医療企業団監査委員の選任につき同意

を求めることについて 

○銭谷委員長 

 次に、同第１号、南和広域医療企業団監査委員の選任につき同意を求めることについて、

理事者の説明を求めます。 

 藤井企業長職務代理。 

○藤井企業長職務代理者 

 では、監査委員の選任につきまして議会の同意を求める件でございます。議案説明資料

１５ページ、議案資料６をお願いします。 

 企業団には識見監査委員と議会選出監査委員の２名の監査委員が選任されております。 

 議会選出監査委員につきましては、昨年の令和２年第１回定例会におきまして野迫川村

選出の別所委員を選任いただいてお願いをしております。 

 識見監査委員につきましては、昨年の３月１日で橋本現監査委員が任期満了となってお

りまして、その後、選任に時間を要しておりましたが、今回髙野馨氏を監査委員として選

任し、同意を求めるものでございます。 

 資料に記載のとおり、髙野様は奈良県職員としての経験や、黒滝村の副村長も務められ、

行政経験が豊富で企業団の監査を適正に行っていただけるものと考え、今回選任する理由

となりました。 

 説明は以上でございます。 

○銭谷委員長 
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 理事者側からの説明が終わりました。 

 質疑に入ります。 

 同第１号に関して、質疑のある委員は挙手をお願いします。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○銭谷委員長 

 ないようですので、以上で質疑を打ち切ります。 

 採決に入ります。 

 お諮りいたします。 

 同第１号、南和広域医療企業団監査委員の選任につき同意を求めることについて、原案

どおり可決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○銭谷委員長 

 異議なしと認めます。 

 同第１号については、同意するすることに決しました。 

 

◎３．その他 

○銭谷委員長 

 続きまして、この機会に何かございますか。発言する委員は挙手をお願いします。 

 北委員。 

○北委員 

 当初予算の上程ということで、その他ということでございます。 

 新しい年度を迎えるに当たりまして、この企業団として未収金が回収に当たってくださ

っております。前回の議会におきましても、キャッシュレス、さまざまな観点で電子マネ

ーも含め、御検討されるということを述べておられました。本当に対象となられる方々は、

さまざまな事情がございます。その中で連携していただき、未収金の回収に当たってくだ

さっております。その上で、なお一層未収金の回収につなげるべく、キャッシュレスも含

めた検討されるということを前回の議会で述べておられましたけれども、その後の進捗、

令和３年度がスタートするに当たりまして、その体制はいか様になっておりますでしょう

か。 

○銭谷委員長 
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 藤井企業長職務代理。 

○藤井企業長職務代理 

 ありがとうございます。 

 まず現状でございますが、前回８月段階で未収金、約１，２６０万円あるというふうに

お答えをしていただいております。 

 これは１２月末時点で、現在約１，０４０万円程度ということで、ほぼ２２０万円程度

収納でき、回収できているという状況になっております。 

 御質問のキャッシュレスの関係ですが、その検討という中で、実際にシステム上可能で

あるかというところで、ちょっと時間要してまして、それを機械をつなぐためには、本体

のその会計システムを触る必要がございまして、そこでちょっと会計システムの見直しと

ともにやる必要があるというところで、検討途上というところでございます。 

 回収を強化するという意味では、来年弁護士法人への回収委託の中で、例えばできるだ

け調査をこまめにしてもらうとか、あるいは職員の訪問もできるだけ手がけていくとかい

うところで、強化をしていきたいというふうなことは考えております。以上です。 

○銭谷委員長 

 北委員。 

○北委員 

 分かりました。 

 システムの部分もよく理解できますし、電子マネー、キャッシュレス、この後なお一層

の、さまざまな状況も熟慮しながら、その対象となり得る皆様への回収だと思います。 

 そういう部分では検討ということで、お言葉を残していらっしゃいますので、そこの部

分はしっかりと御検討いただき、また追って議会のほうにも御説明を賜りたいと思います。 

 委員長、以上です。ありがとうございました。 

○銭谷委員長 

 ほかに何かありませんか。 

 では理事者側からの。 

○森田人事課長 

 失礼します。先ほど、北副委員長のほうから御質問いただきました、議案資料１のと

ころで、コロナ補助金を財源としました特殊勤務手当、それから時間外勤務手当の人数を

ご質問いただきましてありがとうございます。 
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 それにつきましては、まず特殊勤務手当でございますが、これにつきましては、この補

助金といいますのはコロナ受入れ施設ということで南奈良が中心になってございます。そ

れで、吉野あるいは五條からも応援が来るということで、全体で５００人程度と思います。 

 それから、時間外勤務手当につきましては、これにつきましてもコロナに直接携わる職

員としまして、感染症のドクターでありますとか、それに受入病棟、それから外来、救急

等、ナース等も含めまして、合計７０名程度というふうに考えております。以上でござい

ます。よろしくお願いします。 

○銭谷委員長 

 よろしいですか。ほかにございませんか。 

 理事者側からも何かございませんか。 

 それでは、ないようですので、以上でその他事項の質疑等を打ち切ります。 

 

◎審議終了 

○銭谷委員長 

 以上をもちまして、本日の当委員会で予定していました事項の全てについて、審議が終

了いたしました。 

 

◎継続審査申出 

○銭谷委員長 

 続きまして、会議規則第６７条の規定により、閉会中の継続審査事項として、企業団規

約第４条に定める企業団の共同処理する事務全般について、議長に申し出たいと思います。 

 その理由としては、前回と同様に、業務等の進捗に応じた理事者側からの報告事項等に

ついて、当委員会で審議するためであります。 

 お諮りいたします。 

 当委員会の閉会中の継続審査事項として、企業団規約第４条に定める企業団の共同処理

する事務全般について、議長に申し出ることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○銭谷委員長 

 異議なしと認めます。 

 当委員会での閉会中の継続審査事項として、企業団規約第４条に定める企業団の共同処
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理する事務全般について、議長に申し出ることに決しました。 

 

◎委員長報告 

 次に、本会議において、当委員会での審査の経過と結果につきまして、委員長報告を行

うことに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○銭谷委員長 

 異議なしと認めます。 

 当委員会での審査の経過と結果につきまして、本会議で委員長報告を行うこととします。 

 議長のお取り計らいをお願いします。 

 委員長報告の内容につきましては、私に一任でお願いしたいと思いますが、御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○銭谷委員長 

 異議なしと認めます。 

 審議内容をまとめて作文している時間がありませんので、不出来な面は御容赦いただき

ますようお願いします。 

 

◎閉会宣告 

○銭谷委員長 

 最後になりましたが、委員各位の御協力によりまして、円滑に審議を進行することがで

きましたことを感謝申し上げます。 

 これをもちまして、総務委員会を閉会いたします。御苦労さんでございました。 

閉会 午後 ３時 ４５分 
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